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鶏肉需給等関係資料
（１）需給動向

○ 鶏肉需給の推移
（単位：千トン、％）

資料：農林水産省「食料需給表」

注１:２１年度以降は年次ベース。

２:消費量、生産量及び輸入量の（ ）内は対前年度増減率。

３:輸入量は鶏肉調製品を含む。

○ 鶏肉の国別輸入量
（単位：千トン、％）

資料：財務省「日本貿易統計」

注 ：輸入量は実量ベースで、鶏以外の家きん肉は含まない。

① 鶏肉の消費量については、１６年度は我が国で７９年ぶりとなる高病原性鳥インフルエン
ザ発生の影響を受け減少したものの、１７年度以降は概ね回復傾向で推移している。
特に近年は、これまで食生活の高度化、多様化、外部化に加え、景気の低迷による牛肉、

豚肉からの需要シフト等から増加傾向で推移している。
② 国内生産量は、１６年度以降、低価格志向の高まりや２０年度の中国ギョウザ事件を踏ま

えた国産志向を反映して増加傾向で推移してきたものの、２３年は高病原性鳥インフルエン
ザの発生や東日本大震災の影響により、対前年比２．８％減となった。
２４年は増体能力の高い品種への切り換えに加え、生産コストの上昇を羽数増で相殺させ

る動きと相まって、対前年比５．７％増となった。
２５年も消費が好調であったことから、生産量は増加傾向で推移し、過去最高（対前年比

０．１％増）となった。
③ 輸入量は、１３～１６年度は国産志向による輸入在庫整理やタイ、中国での鳥インフルエ

ンザ発生（１６年１月）により、大幅に減少して推移した。
２１年は、期首の在庫水準が高く、国産品の卸売価格が低下したことから、対前年比１４

％減となり、２２年は国内の卸売価格が堅調に推移したことに加え、前年の輸入量が少なか
ったこと等から、対前年比２１．９％増となった。
２３年は東日本大震災の影響等により、対前年比１３．２％増となったが、２４年は対前

年比３．５％減となった。
２５年は現地価格の高留まり等の影響もあり、２４年に引き続き減少傾向で推移し、前年

度比２．６％減となった。

2 7 12 17 18 19 20 21 22 23 24 25
消費量 1,678 1,820 1,865 1,919 1,974 1,965 1,989 2,017 2,087 2,099 2,204 2,195

(▲1.1) (3.5) (0.8) (6.3) (2.9) (▲0.5) (1.2) (1.4) (3.5) (0.6) (5.0) (▲0.4)
生産量 1,380 1,252 1,195 1,293 1,364 1,362 1,395 1,413 1,417 1,378 1,457 1,459

(▲2.6) (▲0.3) (▲1.3) (4.1) (5.5) (▲0.1) (2.4) (1.3) (0.3) (▲2.8) (5.7) (0.1)
輸入量 297 581 686 679 589 605 643 553 674 763 736 717

(0.3) (12.6) (5.5) (21.0) (▲13.3) (2.7) (6.3) (▲14.0) (21.9) (13.2) (▲3.5) (▲2.6)
減 ▲ 9 10 13 51 ▲ 23 ▲ 5 42 ▲ 60 ▲ 7 38 ▲ 18 ▲ 28

年度

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比
　平成７ 529 111 192 129 109 93 126 100 97 122

１２ 555 100 235 108 125 96 85 88 108 103
１３ 556 100 163 69 176 140 72 85 142 131
１４ 495 89 122 75 167 95 50 68 153 108
１５ 430 87 43 36 146 88 41 83 194 127
１６ 365 85 0.9 2 0.1 0.0 32 77 323 167
１７ 433 119 0.8 84 0.1 78 28 90 394 122
１８ 340 78 0.4 55 0.0 21 27 95 308 78
１９ 362 106 0.1 25 0.0 26 23 86 333 108
２０ 420 116 0.1 117 － － 22 94 392 118
２１ 343 82 0.1 92 － － 23 104 315 80
２２ 431 126 0.2 164 － － 35 156 389 123
２３ 475 110 0.2 90 － － 43 123 418 108
２４ 423 89 0.1 70 － － 27 62 389 93
２５ 406 96 0.1 96 0.8 － 24 87 376 97
２６
(4-7)

165 114 0.02 36 15 － 11 127 137 102

うち米国 うちブラジル
年度

合　計 うち中国 うちタイ



○ 鶏肉調製品の国別輸入量
（単位：千トン、％）

資料：財務省「日本貿易統計」

注 ：輸入量は実量ベースで、１２年度以降は鶏肉以外の家きん肉調製品を含まない。

鶏肉調製品の輸入については、中国、タイにおいて農林水産大臣が指定する加熱処理施設が
多数存在することから、両国中心に増加傾向で推移している。

１８年度には両国からの輸入が鶏肉から鶏肉調製品にシフトした結果、鶏肉調製品が鶏肉を
わずかに上回った。２０年度は、中国産ギョーザ問題の影響もあり、中国からの輸入が大幅に
減少した。

２１年度も、対前年同期とほぼ同水準で推移したが、２２年度以降は、コンビニチェーンや
外食店で鶏肉調製品を用いた商品を増やしていること等により、増加傾向で推移している。

（参考）
○ 主要国における鶏肉生産量及び輸出量

（単位：千トン、％）

資料：USDA"Livestock and Poultry:World Markets and Trade"

主要国の生産量及び輸出量は、ともに近年横ばいないし概ね増加傾向で推移。

  2010 2011 2012 2013 2014
前年比 （推計） 前年比

生産量 16,563 16,694 16,621 16,976 102% 17,456 103%

輸出量 3,067 3,161 3,303 3,340 101% 3,425 103%

生産量 12,550 13,200 13,700 13,350 97% 13,700 103%

輸出量 379 423 411 420 102% 415 99%

生産量 12,312 12,863 12,645 12,308 97% 13,020 106%

輸出量 3,272 3,443 3,508 3,482 99% 3,625 104%

生産量 9,202 9,320 9,565 9,800 102% 9,900 101%

輸出量 934 1,044 1,094 1,083 99% 1,105 102%

生産量 1,280 1,350 1,550 1,500 97% 1,625 108%

輸出量 432 467 538 504 94% 580 115%

生産量 78,235 81,199 83,243 84,073 101% 86,982 103%

輸出量 8,868 9,537 10,090 10,237 101% 10,765 105%
世 界 計

アメリカ

ブラジル

中　　国

タ　　イ

Ｅ Ｕ

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

　平成７ 56 141 19 185 25 132
１２ 163 137 97 149 48 117
１３ 193 119 114 118 64 133
１４ 220 114 142 125 73 115
１５ 203 92 114 80 83 113
１６ 272 134 143 126 122 147
１７ 338 124 185 130 149 122
１８ 346 103 196 106 149 100
１９ 339 98 193 99 144 97
２０ 311 92 122 63 186 129
２１ 313 101 140 115 171 92
２２ 387 124 187 133 197 115
２３ 432 111 222 119 205 104
２４ 453 105 221 99 228 111
２５ 434 96 223 101 207 91
２６
(4-7)

143 98 78 105 64 92

年度
合　計 うち中国 うちタイ



（２）消費動向
○ 鶏卵・肉類の年間１人当たり消費量

（単位：ｇ、％）

資料：総務省「家計調査」

○ 消費構成
（単位：％）

資料：生産局畜産部推計

鶏肉の年間１人当たりの家計消費量は増加傾向で推移しており、平成２年度と２５年度を比較
すると約１．４倍に増加している。１５年度（１６年１月）には我が国で７９年ぶりとなる高病
原性鳥インフルエンザ発生等の影響もあり一時的に減少している。
鶏肉の消費構成は、近年横ばいの傾向にある。

鶏   肉 牛   肉 豚   肉

家計消費 加工仕向 外食等 家計消費 加工仕向 外食等 家計消費 加工仕向 外食等

平成２ 32 8 60 48 9 43 40 30 30
　７ 30 11 59 43 8 49 40 31 29
１３ 31 9 60 33 10 57 42 26 32
１４ 33 12 55 34 8 58 42 30 28
１５ 32 10 58 34 9 57 40 29 31
１６ 33 10 57 35 10 55 40 29 31
１７ 34 8 58 36 10 54 41 29 30
１８ 35 9 56 35 10 55 43 27 30
１９ 36 9 55 34 9 57 44 25 31
２０ 37 8 55 34 6 60 45 25 30
２１ 38 7 55 34 5 61 47 24 29
２２ 38 7 55 34 5 61 46 25 29
２３ 38 6 56 33 5 62 47 25 28
２４ 39 7 54 32 6 62 46 25 29

年

数　量 前年比 数　量 前年比 数　量 前年比 数　量 前年比

2 3,645 97 10,830 97 3,082 103 4,840 99

7 3,591 102 10,742 100 3,612 101 4,705 102

13 3,672 103 10,459 100 2,340 76 5,180 105

14 3,709 101 10,290 98 2,499 107 5,243 101

15 3,517 95 10,161 99 2,410 96 5,222 100

16 3,567 101 9,559 94 2,253 94 5,407 104

17 3,710 104 9,859 103 2,268 101 5,493 102

18 3,884 105 9,951 101 2,219 98 5,539 101

19 4,021 104 10,057 101 2,213 100 5,703 103

20 4,123 103 9,947 99 2,159 98 5,924 104

21 4,473 109 10,115 102 2,302 107 6,010 102

22 4,398 98 10,032 99 2,235 97 6,064 101

23 4,625 105 10,004 100 2,209 99 6,186 102

24 4,774 103 9,913 99 2,208 100 6,158 100

25 5,031 105 9,812 99 2,238 101 6,455 105

26
(4-7)

1,635 100 3,287 99 715 94 2,039 97

年度
鶏肉 牛肉 豚肉鶏卵



（参考）
○ 主要国における鶏肉の年間消費量

（単位：千トン、％）

資料：USDA"Livestock and Poultry:World Markets and Trade"

（３）価格動向

① もも肉価格は、１５年１月以降、季節変動を伴いながら下降傾向で推移していた中、国内
での高病原性鳥インフルエンザ発生（１６年１月）以降さらに低水準で推移したが、１６年
度は回復基調で推移した。
２０年秋以降、在庫の増加等により軟調に推移していたが、２１年１２月以降は、在庫量

の減少等により、前年を上回る水準で推移した。
２３年度の後半からは、東日本大震災後の輸入量の増加等により軟調に推移した。
２４年度の後半は回復基調であったものの、２５年度に入って軟調に推移している。
２５年８月から年末にかけて、在庫の減少に加え猛暑の影響や年末需要により大きく上昇。

年明け後は需要の低下に伴い、価格も低下。

② むね肉価格は、輸入品（業務・加工用）との競合により、近年、ほぼ一貫して低下傾向が
続いてきたものの、１５年度以降はタイ、中国産鶏肉等の輸入の一時停止措置もあって回復
基調で推移した。
２１年度は軟調で推移していたが、２２年度に入ってから前年を上回る水準で推移した。
２３年度の後半からは、東日本大震災後の輸入量の増加等により軟調に推移したが、２４

年度の後半からは加工向け需要の伸び等から上昇傾向で推移している。

2010 2011 2012 2013 2014
前年比 （推計） 前年比

アメリカ 13,472 13,665 13,345 13,683 103% 14,087 103%

中　　国 12,457 13,015 13,543 13,174 97% 13,555 103%

E　U 8,955 9,010 9,198 9,388 102% 9,465 101%

ブラジル 9,041 9,422 9,139 8,829 97% 9,396 106%

ロ シ ア 2,957 3,013 3,321 3,520 106% 3,765 107%

メキシコ 3,364 3,473 3,569 3,679 103% 3,730 101%

イ ン ド 2,648 2,891 3,156 3,445 109% 3,621 105%

日　　本 2,080 2,104 2,213 2,201 99% 2,155 98%

世界計 77,905 79,910 81,605 82,539 101% 85,075 103%
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○ブロイラー卸売価格の推移

資料：農林水産省「食鳥市況情報（東京）」

注１：もも肉＋むね肉合計は、もも肉１ｋｇ卸売価格とむね肉１ｋｇ卸売価格の単純合計

注２：（ ）内は、対前年同月騰落率

もも肉＋むね肉合計

もも肉

むね肉

26年8月

［26年度(4-8月)］

868円(5..4)

［887円(10.0)］

299円(5.3)

［286円(12.0)］

569円(5.4)

［601円(9.0)］



（４）経営動向
○ ブロイラー飼養戸数、羽数の推移

資料：農林水産省「畜産物流通統計」（平成21年まで）、「畜産統計」（平成25年以降）

注１：飼養戸数及び飼養羽数は各年２月１日現在。

２：平成25年以降の数値は、出荷羽数年間3,000羽未満の飼養者を除く。

３：平成21年までと25年以降は、調査方法が異なるため取扱いに留意する必要がある。

飼養戸数が減少傾向で推移する中、飼養規模の拡大は着実に進み、特に年間出荷羽数５０万羽
以上の飼養者層のシェアは、戸数、羽数ともに拡大傾向にあり、２６年の５０万羽以上の飼養戸
数は２３０戸（全体の９．５％）、出荷羽数は２億７千万羽（全体の４１．５％）となっている。

（５）配合飼料動向
○ 配合飼料の生産動向

○ 配合飼料の価格動向

① ブロイラー用配合飼料価格は、18年秋以降、とうもろこしのシカゴ相場が燃料用エタノール
生産向け需要の増加等により上昇。その後、とうもろこしのシカゴ相場や海上運賃の下落等に
より22年度は、対前年度比1.2％の低下。22年夏以降、とうもろこし価格が再び上昇したこと
から23年度は、対前年度比8.9％の上昇。24年６月以降、主産地の干ばつによる作柄悪化懸念
等を背景にとうもろこしのシカゴ相場が上昇したことや、11月中旬以降円安が進展したこと等
から、24年度は対前年度比5.3％、25年度は対前年度比11.5％の上昇。25年7月以降とうもろこ
しのシカゴ相場が低下したものの、26年度（4-5月）は対前年同期比3.0％の上昇

② 配合飼料価格の上昇が畜産経営に及ぼす影響を緩和するため、①民間（生産者と配合飼料メ
ーカー）の積立による「通常補塡」と②異常な価格高騰時に通常補塡を補完する「異常補塡」
（国と配合飼料メーカーが積立）の二段階の仕組みにより、生産者に対する補塡を実施。平成
25年12月に制度を見直し、平成26年度から異常補塡については、従来よりも発動しやすくなる
よう特例基準を規定（半年前の基準価格から年率115％相当（123.3％）を超えた場合に補塡）。
また、通常補塡の発動指標を配合飼料価格から輸入原料価格へ変更。

区　分　／　年 平成２年 ７ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ・・・ ２５ ２６

飼養戸数（戸） 5,529 3,853 2,900 2,839 2,778 2,652 2,590 2,583 2,456 2,392 ・・・ 2,420 2,380

(対前年増減率) (▲5.2) (▲6.7) (▲2.9) (▲2.1) (▲2.1) (▲4.5) (▲2.3) (▲0.3) (▲4.9) (▲2.6) ・・・ ( － ) (▲1.7)

飼養羽数（千羽） 150,445 119,682 105,658 103,729 104,950 102,277 103,687 105,287 102,987 107,141 ・・・ 131,624 135,747
(対前年増減率) (▲1.7) (▲6.0) (▲0.6) (▲1.8) ( 1.2) (▲2.5) ( 1.4) ( 1.5) (▲2.2) (4.0) ・・・ ( － ) (3.1)

出荷戸数（戸） 5,940 4,328 3,365 3,323 3,240 3,120 3,065 2,991 2,925 ― ・・・ 2,440 2,410

うち50万羽以上層 ― 115 140 150 157 170 185 194 203 ― ・・・ 225 230
（戸数シェア） ― (2.7) (4.2) (4.5) (4.8) (5.4) (6.0) (6.5) (6.9) ― ・・・ (9.2) (9.5)

出荷羽数（千羽） 708,308 606,494 586,045 595,283 589,957 606,898 621,820 622,834 629,766 ― ・・・ 649,778 652,441

うち50万羽以上層 ― 139,604 166,944 175,759 179,296 195,529 211,470 217,617 225,436 ― ・・・ 270,778 270,971
（出荷羽数シェア） ― (23.0) (28.5) (29.5) (30.4) (32.2) (34.0) (34.9) (35.8) ― ・・・ (41.7) (41.5)

１戸当たり平均 ・・・

　飼養羽数（羽） 27,200 31,100 36,400 36,500 37,800 38,600 40,000 40,800 41,900 44,800 ・・・ 54,400 57,000
１戸当たり平均 ・・・

　出荷羽数（羽） 119,200 140,100 174,200 179,100 182,100 194,500 202,900 208,200 215,300 ― ・・・ 266,300 270,700

（単位：円/トン、％）

年　度 60 ２ ７ 12 17 22 23 24 25 26(4-5)
ブロイラー用飼料 62,350 45,452 36,126 36,734 44,444 55,898 60,877 64,130 71,517 73,706

対前年度伸び率 -13.0 -5.5 0.2 -0.6 -2.4 -1.2 8.9 5.3 11.5 3.0

資料：（社）配合飼料供給安定機構「流通飼料価格等実態調査」

 注 ：バラ、工場渡しの価格

（単位：千トン、％）

年　度 60 ２ ７ 12 17 22 23 24 25 26(4-5)

ブロイラー用飼料 4,087 4,140 3,720 3,420 3,723 3,955 3,889 3,851 3,860 647
対前年度伸び率 2.7 -2.4 -1.4 -2.6 3.1 -0.5 -1.7 -1.0 0.2 -6.5

鶏肉生産量 1,354 1,380 1,252 1,195 1,293 1,417 1,378 1,457 1,459 －
対前年度伸び率 2.2 -2.6 -0.3 -1.3 4.1 0.3 -2.8 5.7 0.1 －

資料：農林水産省「食料需給表」、（社）配合飼料供給安定機構「流通飼料価格等実態調査」


